
令和元年度 議会意見交換会報告書 

班 名 民生文教班 

開催日時 令和元年１１月１６日（土）１４：００～１５：４１ 

開催場所 福祉センター３階 会議室１ 

議会参加者 

（班長）帰山和也 （副班長）米田哲也 

（班員）福井利道 大塚のぶお 大原裕貴 中村亮介 川島あゆみ 

（議長）中島健一 

市民参加者 １１人（受付人数） 

所要時間 

１ 開 会 

２ 議長あいさつ 

３ 議会の紹介 

１４：００～１４：１０ 

４ 意見交換の方法とテーマの説明 １４：１０～１４：２２ 

５ 意見交換 １４：２２～１５：４１ 

意見交換 

ま と め 

３班に分かれて意見交換 

1. 意見交換開始前の質疑（意見） 

 「こどもが輝く」とはどういう定義なのか、全体で話したい。 

 議員の意見方針はないのか。 

 何故子育て世代が集まらないのか。集める努力をすべき。 

 子どもに聞くのが一番良いのではないか。 

2. 意見交換（発表） 

・ かつての教育を振り返る内容（体罰にも愛があったなど） 

・ 市議会議員がもっと頑張り、教育費の予算を増やすべき。 

・ 子どもが輝くためには健康と環境が大事。 

・ 環境 

 40 人学級が多く、児童への目配りが足りない。35 人学級にしていくべ

き。 

 児童の悩みが多様化し、教員だけでは対処できない。専門家であるスク

ールカウンセラーを各小学校に配置すべき。 

・ 健康 

 保護者の働き方が多様化しており、生活が不規則になっている児童がい

る。多様な働き方をしている保護者のサポートをすべき。 

意 見 の 

生かし方 
・ご意見を文書にまとめて教育委員に提出して懇談を行う。 




